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I
ゝ
9
j
．
・
・
ゝ
―
、
I

　

ぶ
毎
戸
て
も
…
肩
j
と
々

　

「
だ
（
二
四
年
い
ご

一
に
じ
六
八
ヒ
間
‐
円
ジ
心
し

　

に
か
‘
、
奸
浦
［
ゲ
レ
凡
べ

　

円
係
こ
々
つ
て
、
困
一
八
し

　

た
ぐ
野
藩
の
I
堕
に
甥
め

　

た

　

い
靴
鵬
米
の
移
出
・
を
禁
じ

　

た
（
一
九
二
年
前
）

　

∇
八
四
‘
ド
ン
い
の
犬
‥
‥

　

が
七
、
二
元
七
人
で
乱

　

つ
だ
（
に
I
祉
三
万
ド
、

　

プ
八
人
）

▽
～
∵
八
回
‐
I
コ
‥
‐
か

　

’
し
つ
一
眉
間
よ
釘
ト
．
臨
八
‘
に

　

お
ト
て
ぐ
め
て
、
ぐ
．
／
七

　

ゾ
の
講
談
（
一
般
廬
民
を

　

ト
．
象
と
し
た
尚
画
夙
育
）

　

か
肘
な
わ
れ
た
、
（
一
三

　

二
年
几
）

∵
八
三
二
ナ
、
野
瀋
が
ら
府

　

か
ら
よ
二
天
吋
を
借
り
て

　

面
谷
鉱
山
を
拡
張
し
E
≒

　

｛
山
海
佐
が
江
戸
に
I
ぷ
て

　

‐
～
間
卵
山
に
軍
哨
9
・
タ

　

孚
ん
た
（
。
ソ
八
年
前
）

。
／
、
八
円
六
月
う
～
士
‥
‥

　

こ
ヅ
回
づ
い
レ
ル
。
ぴ
。
。
に
L
し
た

ぐ
冶
九
年
‘
≒
野
犬
よ
り
ｙ
、

　

濃
い
‥
べ
ご
ツ
川
ず
る
拡
仙
・
べ
‥
‥
一

　

‰
か
問
通
し
た
。

聞
‥
勺
～
∴
年
【
月
八
‐

　

大
仰
聯
一
、
一
友
余
一
目
に

　

小
竹
イ
こ
L
賢

　

ぼ
・
介
江
山
が
三
菱
余
什
い

　

川
竹
と
な
り
事
采
を
拡
張叫

心
三
十
．
．
．
年

．
面
れ
‥
鉱
山
に

礼
め
て
電
ｙ

が
使
川
さ
れ

た
、

大
F
I
I
ハ
門

に
九
～
．
限
一
（

1
泌
．
喝
・
ｙ
・
ム

　

げ
ろ
）
か
～
」
い
た

大
I
元
年
下
院
ぱ
ト
ー
グ
ゾ

　

欽
嶮
昂
吸
に
琵
め
I
ド

祉
止
十
三
年
諸
行
≒
し
ｙ

　

■
S
s
’
汰
院
貳
び
に
。
。
滉

尼
和
十
一
年
二
‐
二
‐
田

　

屯
拡
山
、
ア
リ
に
よ
り
乾

　

者
十
四
人

　

嬢
野
已
利
党
衆
議
≒
貳
員

　

に
再
選

昭
和
二
十
三
年
六
月
二
ふ
‘

　

八
日
陥
非
迎
方
大
穴
宸

　

大
野
高
～
学
し
ｙ
ら
ノ
ス
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トtゾドを酉よ世ドさトヽ。

こ
ん
と

初
詣
で

ド
士
ト
。
○
斤
ノ
ド
ド
こ

“
I
か
．
I
ノ
ー
ー
I
I
―
’
f
”
・

わ
へ
そ
く
り
府
≒

風
見
鶏

▼
べ
ご
こ
の
三
万
I
に
し
レ
ヘ
ヽ

石
ふ
る
か
、
そ
の
∵
ノ
に
昿

八
ぶ
が
‘
雪
I
祉
娠
・
へ
J
ヽ
ミ
に

な
ら
び
た
い
蛸
か
迎
え
た
ト

　
　

9
4
1
1
J
I
1
9
1
1
J
う
、
と
宍
町
す
ろ
9
し
親
t
．
■
’
＾
■
”

が
、
呻
し
か
立
て
て
ド
陽
を

妬
に
迎
え
た
上
い
と
川
沼
だ
が

～
陽
も
同
に
ぱ
ど
ぅ
す
る
こ

と
も
川
囃
ぬ
、
そ
’
ｙ
／
閤
に

も
暉
く
リ
ー
㈹
に
し
よ
う
と

　
　

‘
一
i
’
゛
‘
一
s
J
、
j
1
！
J
J

L
I
’
力
い
I
い
‘
゛
1
1
ｔ
～
・
！
。
’
‘
。
び

″
ブ
χ
、
万
。
ノ
。
プ
、
。
・
。
・
ト
、
l
f
．

－
。
’
‘
び
ノ
ー
ガ
ぐ
l
、
．
J
t
’

に
こ
く
ダ
タ
こ
。
か
∇
『
よ
’
≒
乙

L
｛
J
．
ｓ
I
I
r
・
。
ｙ
I
’
／
。
J
／
’
。
‘
’
゛
4
L
゛
I

に
に
ら
さ
れ
る
し
ぞ
こ
で
以
を

と
弓
え
七
万
、
壁
に
そ
れ
ヤ

J
。
＜
I
V
f
！
。
－
）
。
－
＞
勺
へ
・
・
い
ら
U
。
・
．
I
し
に
‥
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
加

　

。
の
川
眼
ぱ
雌
だ
と
決
心
し

た
が
、
卵
は
へ
で
、
に
～
こ

れ
る
と
い
う
の
で
結
ぱ
χ
j
、

五
加
一
石
悍
ト
も
い
た
と
ト

・
』
j
ア
と
に
な
る
、
▼
む
な
し

ヽ
不
ヂ
‥
『
－
、
9
開
に
昿
人
り
き
せ

る
と
ト
う
・
”
s
？
■
：
■
リ
y
j
め
た
物

a
E
が
I
卜
じ
、
1
1
1
！
’
ド
f
ス
ー

の
妬
人
か
改
立
す
る
士
元

‥
ｙ
ノ
。
心
加
‐
‘
・
ｙ
。
汁
。
二
i
に
4
。
J
…
ぐ
ぃ
：
＾

。
～
－
－
＝
－
：
－
C
－
4
＝
－
…
＾
c
．
－
。
t
＞
：
S
。

ノ
ゾ
の
形
八
に
べ
れ
て
し
ま

　

ノ
・
T
s
l
．
ぃ
り
卜
｛
ー
I
’
い
、
f
I
．
1
j

　

‘
j
力
’
刻
～
…
…
゛
。
I
I
フ
’
。
？
出

的
の
頌
向
に
あ
っ
八
ら
’
し
く

”
‐
ペ
フ
L
I
’
‐
．
I
″
ヽ
。
、
’
F
、
。
。
し

f
‘
ｔ
―
f
／
‘
・
力
’
レ
J
ざ
・
t
r
・
4

だ
よ
う
バ
こ
▼
猫
の
い
日
に
‐

な
ら
け
よ
・
つ
と
し
た
貳
～
ド
1

・
一
ヽ
ノ
ー
S
。
・
ヽ
丿
、
ノ
・
I
タ
L
L

J
‘
ダ
4
と
I
＼
l
t
i
V
－
M
l
．
～
：
－
t
＝

″
’
．
・
－
・
a
I

え
¨
り
゛
い
’
に
に
く
力
と
l
｀
う
と

’
l
r
T
て
、
あ
ご
ソ
ソ
、
Q
と

な
る
イ
ヴ
ノ
ブ
物
よ
の
八
り

雌
ぱ
、
仁
だ
も
の
サ
ウ
ヅ
ペ

き
／
ふ
す
千
ヅ
ド
る
▼

万
万
I
～
川
わ
れ
る
繁
か

力
に

l
．
八
、
物
か
丘
ト
侃
す

二
と
二
に
、
’
て
‐
、
で
ノ
’
、

　
　
　

I
I
f
l
I

の
｛
フ
ド
ヅ
A
に
す
に
ら
し

し
し
に
ピ
仁
の
す
。
！
’

。

’
▼
九

’
‘
に
ン
グ
≒
こ
と
！
‘
ド
い
に
。
。
≒

て
‥
‥
「
八
」
の
～
て
あ
ろ

よ
白
白
≒
’
‐
ｙ
イ
れ
’
―
’
の

I

”
ヘ
ー
こ
し

ｙ

つ
吋
謳
で
’
ｙ
／
こ
こ

に
、
つ
～
～
ト
ト
り
｛
犬
上
ご

‥
フ
ノ
ロ
’
ぐ
‥
‘
｀
そ
‘
’
ミ
″
r
ふ
‘
／
ヽ
し
゛

4
．
1
″
／
い
″
・
・
か
I
’
゛
！
f
ｔ
4
i
り

ろ
ｔ
ん
こ
心
八
。
し
た
ト
。
▼

　

。
び
？
J
I
I
づ
゛
；
ノ
”
－
t
r
・
j
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‘
i
び
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‐
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≒
’
″
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F
I
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ヽ
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ゴ
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。
に
胞
‥
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島
勢
し
し
｛
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‥
立
ダ
す
る
た
’
シ
ノ
ー
ペ
ー
月

｛
≒
一
ダ
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謳
こ
こ
ぐ
県
貳
こ

　
　
　
　
　
　

i
I
I
I
I
I
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一
う
卜
｀
う
七
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’
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非
常
電
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は
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前
団
長
同
様
ご
支
援
を

大
野
市

消
防
団
長

西
川
文
右
衛
門

　

こ
の
た
び
前
団
長
山
津
氏

が
、
市
制
施
行
後
幾
多
の
功

績
を
残
さ
れ
て
退
団
せ
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
今
凹
不
肖
私

が
関
係
各
位
の
絶
大
、
な
る
御

推
挙
を
辱
5
し
て
消
防
団
長

の
重
責
に
就
任
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
も
と
よ
り
非

才
の
身
で
あ
り
且
病
後
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
私
の
分
に

過
ぎ
る
重
責
で
は
あ
り
ま
す

が
、
誠
心
誠
意
精
励
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
前
団

長
岡
昨
御
交
接
御
鞭
談
か
・
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

さ
て
り
巾
消
防
も
消
防
響

の
設
置
と
消
に
団
の
台
印
的

改
組
を
9
て
よ
り
早
や
四
力

乍
有
余
、
そ
の
聞
、
消
防
施

設
の
強
化
か
図
り
上
も
つ
と
も

協
調
的
且
つ
効
果
的
に
自
治

体
消
防
本
然
の
基
盤
を
打
ち

建
て
ら
れ
、
盾
々
発
匪
を
迷

げ
っ
っ
あ
り
ま
す
こ
と
は
誠

に
御
同
慶
に
湛
え
な
い
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
心
民
各
位
の
御
協
力

を
俳
て
、
心
j
い
並
び
に
消

に
関
係
者
が
営
々
と
し
て
焙

わ
れ
た
こ
の
怯
礎
の
上
に
立

っ
て
、
益
々
団
員
川
結
束

を
円
め
、
消
防
薯
と
体
と

な
っ
て
そ
の
目
的
々
達
成
い

た
し
、
当
内
川
防
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
俘
囚
し
て

出
人
ま
せ
ん
。

　

川
長
社
命
に
際
し
、
所
儒

の
端
を
申
し
上
げ
、
重
に
心

で
今
後
共
一
同
の
御
指
導
を

賜
り
ま
す
よ
・
？
心
か
ら
お
願

い
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

年
金
証
書
も
ら
っ
て

喜
び
の
お
と
し
よ
り
た
ち

　

十
二
月
十
日
、
大
野
巾
で

は
初
め
て
の
国
民
年
金
証
書

の
交
付
式
を
人
野
公
民
館
で

行
な
し
い
ま
し
た
。

　

巾
社
会
福
祉
協
m
会
会
長

や
市
老
人
ク
ー
フ
プ
連
絡
協
巌

会
会
長
等
関
係
者
約
一
回
‥
‥
Z
‥

が
参
列
し
、
な
ご
や
か
に
式

が
終
り
、
年
金
証
書
を
‐
に

し
て
に
附
し
そ
・
り
な
お
じ
い
さ

ん
や
吋
ト
家
庭
の
方
々
の
表

悄
で
し
た
。

　

こ
ん
ど
年
金
証
書
の
交
付

を
受
け
た
方
は
、
老
齢
年
血

　

（
月
額
一
千
円
）
が
二
回
七

十
六
人
、
母
子
柵
祉
年
金
（

川
眉
千
円
）
四
十
人
、
障

巾
‥
福
祉
年
金
（
川
卸
一
に
五

j
ド
）
二
十
五
人
、
計
ニ
リ

五
ｔ
一
人
で
す
、

　

ｙ
｝
の
乍
金
の
女
汀
は
三
月

に
最
初
の
四
ヵ
月
分
（
十
一

十
二
、
～
二
）
か
御
指
定

の
郵
便
局
で
お
払
い
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
写
真
は
年
金
証
書
の
女
付

　

式
）

ち
X
4

ト
V
初

に況盛

　

人
野
青
災
物
市
場

は
十
二
月
一
ロ
、
関

係
片
多
数
か
参
・
J
し

て
竃
夕
八
か
‐
‥
’
わ
れ

才
い
祝
辞
の
か
と
、

窓
場
発
足
の
’
た
め
ト

ろ
い
ろ
ド
ハ
づ
れ
た

内
ル
カ
ー
ん
、
ソ
‥
‥
‥

産
7
［
ダ
円
代
衷

川
八
攻
さ
ん
二

言
謝
I
勺
贈
ら

れ
迩
し
趾
。

　

］
ご
ト
て
片
ご

せ
り
府
か
仁
れ

八
ド
ゾ
ド
y
j

≒
f
向
一
ン
ご
”
白
。

‘。
い

こ
言

？
し
≒
匹
‥
几

t
j
’
＊
ノ
フ
ト
ト

ち
”
ゲ
ー
バ
ー
ｙ
り
1
’
ぶ
し

た
。

　

（
回
’
頁
は
庵
況

に
ふ
た
あ
け
し

た
内
湯
）海

外
派
遣
青
年

黒
原
君
帰
る

　

昨
年
十
月
、
海
外
派
遣
青

年
福
井
県
代
表
と
し
て
豪
洲

こ
ユ
ー
ジ
ー
ー
フ
ン
ド
、
東
川

ア
ジ
ヤ
等
を
1
ヵ
月
余
に
わ

た
っ
て
視
察
し
て
来
た
黒
原

お
が
、
去
る
十
一
月
二
十
日

無
事
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

　

脱
地
の
火
消
を
親
し
く
見

聞
さ
れ
た
豊
富
な
体
験
砧
お

聞
き
す
る
こ
と
は
｛
目
方
地
域

と
の
交
渉
が
益
々
深
ま
り
・
つ

っ
あ
る
現
在
、
何
ら
か
の
意

義
を
得
る
こ
と
と
信
じ
ま
す

　

機
会
あ
れ
ば
利
川
し
て
ほ

し
ト
と
同
氏
も
申
し
て
居
り

ま
す
か
ら
、
各
鮪
団
体
缶
で

お
考
え
願
え
れ
ば
と
存
じ
ま

す
。
な
お
ス
ー
ソ
イ
ド
も
た
く

さ
ん
用
豚
さ
れ
て
ト
ま
す

　

（
写
真
は
豪
沁
シ
ド
ニ
ー
の

子
供
達
と
）

水
5
5
（
I
K
舞
4
Q

　
　
　

十
月
二
十
日
以
降

匿
名
子
い
い
円

下
庄
婦
人
会

　
　
　
　

八
、
〇
〇
〇
円

大
野
剣
道
運
眼

　
　
　
　

一
、
〇
〇
り
円

計
九
、
二
〇
〇
円

成人された方へ

　

今
年
も
成
人
の
日

が
参
り
ま
し
た
。
立

派
な
社
会
人
と
し
て

出
発
さ
れ
る
市
内
の

男
三
九
四
、
女
四
五

五
名
の
皆
さ
ん
に
心

か
ら
お
祝
い
の
言
葉

を
申
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

市
で
は
こ
の
十
五

日
は
農
家
の
方
で
出
稼
ぎ
に

行
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
多
い

の
で
、
こ
れ
等
の
人
た
ち
が

お
帰
り
に
な
る
三
月
中
旬
に

改
め
て
成
人
式
を
行
う
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

追
っ
て
御
案
内
は
い
た
し

ま
す
が
、
全
員
御
出
席
下
さ

る
よ
う
お
待
ち
い
た
し
ま
す

新
し
く
入
学
児
を

持
た
れ
る
家
庭
へ

　

今
春
新
し
く
市
内
の
小
学

校
へ
入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ま

は
、
一
、
大
野
市
内
に
居
住
し

二
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
二

　

日
か
ら
、
昭
和
二
十
九
年

　

四
月
一
日
ま
で
の
間
に
出

　

生
さ
れ
た
お
子
さ
ま
で
す

市
の
教
育
委
員
会
で
は
今
右

の
お
子
さ
ま
の
調
杏
を
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
近
い
う
ち

に
（
一
月
中
）
こ
れ
等
の
御

家
庭
へ
入
学
の
お
知
ら
せ
を

い
た
し
ま
す
が
、
万
一
こ
の

通
知
が
お
手
許
へ
届
か
な
か

っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
市
の
教

育
委
員
会
（
電
話
一
〇
五
番

）
又
は
市
役
所
の
各
出
張
所

へ
お
申
出
下
さ
い
。

　

な
お
お
子
様
は
学
校
保
健

法
に
よ
り
、
就
学
ど
き
に
健

康
診
断
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
診
断
で
お
子
さ

ま
方
の
保
健
上
の
注
意
や
助

言
の
ほ
か
就
学
義
務
の
猶
予

ま
た
は
免
除
、
盲
学
校
も
し

く
は
ろ
う
学
校
、
ま
た
は
養

護
学
校
へ
の
就
学
に
つ
い
て

も
御
相
談
に
応
ず
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

健
康
診
断
の
日
時
な
ど
は

就
学
通
知
と
I
し
よ
に
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
が
、
診
断

を
受
け
ら
れ
る
と
き
ば
必
ず

保
護
者
の
方
が
付
添
っ
て
き

て
下
さ
い
。
お
手
許
へ
通
知

が
届
き
ま
し
た
ら
よ
く
お
よ

み
に
な
っ
て
、
申
立
書
を
必

ず
教
育
委
員
公
又
は
出
根
所

へ
禄
出
し
て
下
さ
い
。

郷
土
い
ろ

　

は
か
る
た

近
化
代
さ
れ
た
繊
維
工
業

　

明
治
の
初

期
、
近
郊
産

の
ま
ゆ
を
原

料
と
し
た
［

奉
書
羽
一
重

］
の
生
産
に

始
ま
っ
た
大

野
の
織
物
工

業
は
、
昭
和

七
年
頃
か
ら

新
し
い
大
絹
織
物
に
転
換
し

最
近
で
は
ナ
イ
ロ
ン
、
テ
ト

ロ
ン
織
物
に
近
代
的
な
設
備

と
技
術
を
導
入
し
た
工
場
も

ふ
え
つ
つ
あ
る
。
二
十
数
噫

円
に
上
る
工
業
生
産
額
の
帽

八
十
％
を
占
め
て
名
実
と
も

に
市
の
工
業
の
王
者
で
あ
る

市長が誕生日を祝う

96歳の吉岡さんに

　

十
二
月
四
日
九
十
六
歳
の

誕
生
を
迎
え
た
市
内
の
最
高

齢
者
吉
岡
と
き
さ
ん
宅
を
訪

れ
た
大
野
市
長
は
記
念
状
と

エ
バ
ー
ソ
フ
ト
組
を
贈
り

長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。
九
十

六
歳
を
「
九
六
の
祝
」
と
し

て
百
歳
に
数
え
て
祝
隔
す
る

の
は
当
地
の
習
慣
で
、
巾
長

の
贈
物
を
も
ら
っ
た
吉
岡
さ

ん
は
、
こ
ん
な
親
切
な
も
の

を
ト
た
だ
き
町
難
い
こ
と
で

す
、
と
き
激
し
て
い
ま
す
。

　

（
写
真
は
巾
長
さ
ん
よ
り
祝

島
さ
れ
る
吉
岡
さ
ん
）

厳そかに除幕式
塚原の行幸、開墾両記念碑

　

市
内
塚
原
開

拓
組
合
（
理
事

長
林
二
見
）
で

は
、
〇
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
百

町
歩
）
の
開
懇

完
成
を
機
に
、

過
ぐ
る
昭
和
二

卜
二
年
十
月
人

頃
者
の
情
況
視

察
の
た
め
来
野

さ
れ
た
。
旱
に
下
り
汀
幸
を

記
合
す
る
た
め
、
二
つ
の
記

念
。
碑
を
建
立
す
る
計
画
を
す

す
め
て
ト
ま
し
た
が
ｙ
一
の
程

完
成
、
十
二
月
十
七
日
北
県

知
4
1
始
め
森
広
市
ジ
、
地
区

選
出
県
会
貳
員
な
ど
多
数
参

列
し
お
ご
そ
か
に
除
幕
式
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
（
写
真

は
徐
幕
式
）

火
災
予
防
に

御
協
力
下
さ
い

　

い
よ
ト
よ
寒
い
る
か
や
っ

て
参
り
ま
し
ｔ
～
雪
の
中
の

大
小
は
消
化
作
琴
が
田
辺
だ

う
え
、
消
口
車
が
川
ｙ
ノ
緬
に

走
れ
ず
以
わ
ぬ
災
出
と
な
り

俳
ち
で
す
。
一
が
降
り
ぶ
し

た
な
ら
、
次
の
こ
と
が
ら
に

御
注
抒
一
さ
れ
て
犬
災
予
防
に

函
寧
‐
下
さ
い
、

一
、
自
分
の
家
の
前
の
道
路

　

に
｛
に
分
の
責
嘔
ご
．
、
一
一
‥
’
J
j
す

　

る
｛
祉
し
‥
え
々
．
‐
わ
っ
て
ド
さ

　

ト
、

一
、
～
犬
ノ
八
～
…
…
゛
ぐ
・
『
．
り
一
一
・
’
゛
、
ぺ

　

I
づ
リ
ャ
ド
．
～
万
。
I
≒

　

つ
く
I
’
‥
ぬ
よ
・
い
、
・
．
‥
‐
一
八
一
に

　

帽
、
フ
ヅ
ト
ム
、
段
い
す
よ
う

一
、
犬
図
に
づ
、
／
い
べ
E
J
j
ヽ
J
．
…
．

　

☆
に
水
り
ベ
サ
マ
ヅ
‘
、
・
・
．
・
ｙ
ゝ
乙
に

　

け
な
い
よ
よ
ゴ
ミ
か
柳

　

て
な
い
で
い
た
だ
く
こ
と

胞
小
題
川
あ
宍
れ
L
に
ら
れ

西
市
の
共
同
作
業
場
完
成

新
農
村
建
設
事
業
の
一
環
と

し
て
、
西
市
部
落
で
は
共
同

作
業
場
の
建
設
を
計
画
中
の

と
こ
ろ
こ
の
程
完
成
、
十
二

月
八
日
竣
工
式
を
行
い
ま
し

た
。
建
坪
四
一
・
二
五
平
方

メ
ー
ト
ル
、
工
費
四
十
九
万

円
、
こ
の
経
費
に
は
四
割
の

国
庫
補
助
が
行
に
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
こ
の
外
今
年
度
こ
の

種
の
事
業
と
し
て
機
械
揚
水

施
設
（
中
丁
）
共
同
集
荷
所

　

（
既
報
）
が
あ
り
ま
す
。

ス
？
‐
卜
に
な
っ
た

法
務
局

こ
れ
ま
で
大
野
地
方
裁
判
所

と
同
じ
建
物
の
中
に
あ
つ
か

福
井
地
方
法
務
局
の
大
野
古

局
は
、
裁
判
所
前
に
新
築
、

十
二
月
十
八
日
竣
工
式
を
行

い
二
十
一
日
か
ら
事
務
を
始

め
ま
し
た
。

税
務
署
の
移
転

庁
舎
改
築
の
た
め
二
番
下
久

保
酒
店
倉
庫
を
仮
事
務
所
と

1
て
い
ま
し
た
が
、
十
二
月

十
二
日
新
庁
舎
の
竣
工
式
を

お
こ
な
い
、
十
五
日
か
ら
新

庁
舎
へ
移
転
し
ま
し
た
。

市
内
の
開
拓
ブ
ー
ム

富
田
地
区
の
粟
M
、
塚
原
の

開
拓
は
大
侯
に
恵
ま
れ
順
調

に
進
み
、
殆
ん
ど
工
事
を
終

り
美
し
く
整
地
さ
れ
ま
し
た

こ
れ
に
続
い
て
市
内
で
は
篠

座
上
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
阿
難

祖
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
森
政
領

家
∵
い
）
ベ
ク
タ
ー
犬
上
荒

井
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
川
化

か
計
画
さ
れ
、
連
‐
活
躍
す

る
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
姿
が
見

ら
れ
ま
す

産
業
教
育
の
成
果
を

上
げ
る
上
庄
中

上
片
中
ヅ
校
は
昨
単
産
ｙ

育
の
指
定
枚
に
遡
げ
れ
、
耕

耘
機
、
脱
穀
咄
、
モ
ミ
r
＜
－
－

な
ど
の
農
機
具
か
・
戦
り
揃
え

農
業
に
必
要
な
知
識
、
技
能

の
向
上
に
努
め
て
匹
、
き
な
穴

果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
程
建
坪
一
五
五
平
方

米
の
二
階
建
の
農
舎
を
た
て

耕
地
も
十
二
ア
ー
ル
を
耕
作

七
十
四
俵
の
米
を
供
出
し
ま

し
た
。

（
活
躍
す
る
プ
歩
ト
ー
ザ
）

謹
賀
新
年

　

希
望
の
新
春
を
迎
え
市
民

の
皆
様
と
共
に
大
野
巾
発
展

の
た
め
、
益
こ

と
を
願
い
た
し
ま
す
。

大
野
市
議
会

　
　
　

議
員
一
同

大
野
市
役
所

　
　
　

職
員
一
同

こ
ん
と

初
仕
事

開
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
空
巣
狙
い

投
書
に
お
答
え

（
声
）
道
路
手
を
ふ
や
し
道

　

路
の
補
修
に
万
全
を
期
し

　

て
下
さ
い

巾
内
三
五
〇
余
粁
と
云
う
通

路
を
僅
か
の
道
路
手
で
昔
な

が
ら
の
方
法
で
補
修
す
る
こ

と
は
、
御
意
見
の
通
り
時
代

お
く
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、

市
財
政
の
充
実
に
伴
い
出
来

る
だ
け
漸
次
機
械
化
し
て
ゆ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

　

尚
新
年
度
に
は
少
し
で
も

御
意
見
を
酉
重
し
た
予
算
編

成
を
い
た
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

（
声
）
通
学
道
路
の
改
修
に

　

つ
い
て

本
年
は
災
害
復
旧
の
た
め
重

点
を
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で

全
部
を
一
時
に
改
良
す
る
こ

と
は
困
難
で
す
が
、
出
来
得

る
限
り
御
期
待
に
そ
う
よ
う

努
力
い
た
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

（
声
）
下
郷
の
橋
梁
の
早
期

　

復
旧
に
つ
い
て

近
日
中
に
着
工
い
た
し
ま
す

か
ら
、
御
希
望
の
四
月
に
は

必
ず
竣
工
い
た
し
ま
す
。

（
声
）
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
除

　

雷
で
、
田
圃
に
落
ち
た
土

　

砂
の
始
末
に
要
し
た
費
用

　

の
支
払
に
つ
い
て

毎
年
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
除
雪

す
る
道
路
附
近
に
、
田
圃
を

お
持
ち
の
お
方
に
は
御
迷
惑

を
お
か
け
し
て
お
り
、
市
と

し
て
も
対
策
に
な
や
ん
で
お

り
ま
す
。

　

お
申
越
0
道
路
は
県
道
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、
県
の
土

木
出
張
所
と
も
御
相
談
い
た

し
ま
し
た
が
、
レ
ま
の
と
こ

ろ
碩
μ
と
い
ア
ノ
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
の
で
、
除
雪
の
際
に

な
る
べ
く
決
意
す
る
よ
I
T
－
心

掛
け
ま
す
が
、
特
に
貴
力
の

よ
う
な
場
合
は
、
赤
い
木
柱

を
道
路
附
近
に
立
て
て
お
い

て
い
た
だ
け
れ
ば
な
お
さ
ら

結
構
か
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
貴
方
の
と
こ
ろ
は
大

野
交
通
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
も

印
当
通
り
ま
す
か
ら
、
大
野

席
池
の
方
へ
も
御
連
絡
し
て

お
ト
で
下
さ
る
よ
う
御
願
い

に
い
た
し
ま
す
。

お
わ
び

十
二
月
十
日
発
行

の
に
医
だ
よ
り
の
中
で
印
牧

医
師
の
記
事
の
う
ち
「
近
年

酵
ざ
を
ぬ
つ
て
防
ぐ
」
と
あ

る
は
（
弗
素
）
の
あ
や
ま
り
。
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